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呼吸 器感 染症 に対 す るTA-058の 臨床的 検討

早 瀬 満 ・大谷 信夫

金沢医科大学呼吸器内科

新合成ペニシリン系抗生物質TA-058を 呼吸器感染症17例 に投与 し著効4例,有 効9例,や や

有効3例,無 効1例,有 効率76.5%の 結果を得た。やや有効以下4例 は,高 齢で基礎疾患 を有 した

2例,肺 化膿症1例 お よび β-lactamase産 生H.influengaeに よる肺炎1例 であった。

本剤投与によるア レルギー症状 など重篤な副作用は認めず,白 血球減少,GOTお よびGPT上 昇,

好酸球増多 をそれぞれ1例 ずつ計3例 に検査値の異常 を認めたがその程度 は軽微であった。

17例 中起炎菌を判定 しえたのはS.Pneumoniae2例, H.influmzae7例, S.Pneumoniae+

H.infmm5例 の14例 で,β-lactamase産 生H.influmzae 1株 以外本剤に より除菌 しえた。

は じめ に

TA-058は 側鎖にアミノ酸残基 を導入 した新 しい半合

成ペニシリン系抗生物質でinvitroで はグ ラム陽性菌

およびグラム陰性桿菌に広範囲抗菌スペ ク トルラムをも

ちin vivoで はin vitroの 成績 をよ く反映するとい う

特徴をもつD,私 達は本剤 を呼吸器感染症に投与す る機

会を得たので報告す る。

対 象 症 例

昭和56年7月 か ら昭和57年4月 までの10カ 月間に

金沢医科大学呼吸器内科に 入院 した 呼吸器感染症17症

例で男10例,女7例 で 年齢は25歳 か ら81歳 にわた っ

ていた。

基礎疾患としては気管支喘息,慢 性 閉塞性肺疾患+気

管支拡張症,脳 硬塞+気 管支拡張症,気 管支拡張症,糖

尿病,心 不全,肝 硬変,甲 状腺機能亢進症がそれ ぞれ1

例,お よび肺切後状態が1例 にあ った(Table1)。

投与量,投 与法

投与量は原則 として1日49分2と したが 症状 に応

じて増減し,投 与総量は149か ら829に わたった

(Table1)。 投与法は全例点滴静注法 を用いた。

効果判定基準

原因菌の判明している場合はその動向を加味 し,臨 床

症状(自 覚症状:咳,疾 の性状 および量,呼 吸困難,胸

痛など,身体所見:体 温 ラ音,チ ア ノーゼな ど)と 臨

床検査成績(赤 沈,CRP,白 血球数お よびその百分比,

動脈血ガス分析など)お よび胸部X線 写真の経 過か ら2

周以内で軽快 したものを著効(excellent),1週 間以内

に軽快 した もの を有効(good),1週 間以上で も軽快 し

た もの をやや有効(fair).悪 化例 を無効(poor)の4段

階 に分け判定 した。本剤治療 の適応がない症例は除外 し

た。

副作用に関す る検索

本剤投与によるア レル ギー症状 をは じめ副作用の発現

に留意 した。また,投 与前後の臨床検査成績 を比較 し本

剤 の影響 をみた。 検討 した 項 目は,末 梢血の 赤血球数

(RBC),ヘ モグロビン(Hb),白 血球数(WBC)と 百分

比特に好酸球数(Eosino.),血 小板数(Plts)直 接 クー

ムステス ト,肝 機能 では トランスア ミナーゼ(GOT,

GPT),ア ルカ リフオスファターゼ(Al-P),総 ビリル ビ

ン(T-Bil.),腎 機能では 血清尿素窒素(BUN),ク レア

チ ニン(Cr),蛋 白尿の有無 をみた。RBC,Hb,WBC,

PltsはHemalog-10(テ クニ コン)でGOT,GPT,Al-P,

T-Bil.,BUN,CrはS-mac(テ クニコン)で測定 した。

結 果

(1) 臨 床 効 果(Table1)

呼 吸器感染症17例 に本剤 を投与 し著効4例,有 効9

例,や や有効3例,無 効1例 で 有効以上 を まとめた有

効率 は76.5%で あ った。 やや有効3例 は β-lactamase

産生H.influenzaeに よる肺炎1例,慢 性 閉塞性肺疾患

(COPD)と 気管支拡張症 を基礎に もった1例,症 例5の

肺化膿症の計3例 であった。肺化膿症例は本剤投与前 に

種 々の抗生剤が投与され てお り,起 炎菌不明の ままで本

剤投与 したが軽 決しえず,外 科的に切除を行 った。無効

例1例 は脳硬塞の後遺症 で嚥下障害 をもち,ま たCOPD

と気管支拡張症 もあ り,細 菌学的検索 をつづけたが起 炎

菌は判明せず肺炎か ら肺化膿症へ と進展 し無効 と判定 し
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Table 1 Cases treated with TA-058

Table 2 Bacteriological effect of TA-058

1) β-lactamase production(+), 2)CH: Cold hemagglutination

3) MP-CF: M. Pneumoniae CF-iter
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Table 3 Hematological findings before and after TA-058 administration

1)B:before, 2)A:after

Table 4 Liver function tests before and after TA-058 administration

1)Bこbefore
, 2)A:after
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Table 5 Kidney function tests before and after TA-058 administration

1) B :before,2)A:after

た。

(2) 細菌学的効果(Table2)

喀痰定量培養2)に より起炎菌を 判定 しえた 例は17例

中14例 でS.Pneumoniae2例,HinLfluengae7例,S.

Pneummiae+H.infiuen2ae5例 であった。 うち除菌

しえたのは13例 で,症 例15のH.influeneaeは β-

lactamase産 生株で除菌 しえなかった。なおM.Pmu-

moniaeCF価 が1例 で4倍,寒 冷凝集素価は32倍2例,

16倍1例,8倍3例 と認め られたが 全例有意 と考 えら

れず,対 象17例 にM.Pmumm毎eの 関与はないと判

断 した。

(3) 副 作 用(Table1,3,4,5)

皮内反応陽性例はな くア レルギー症状 をみた例 もなか

った。その他特に副作用 と思われ るものはなかった。検

査成績上か らは,白 血球減少 を1例(症 例17),好 酸球

増多1例(症 例11)GOT,GPT上 昇1例(症 例4)の

3件 が認め られ た。 白血球減少例は肝硬変 を基礎に もち

白血球数 とともに血小板数 も低値 であった。本剤投与4

日目に白血球数1,400と な り本剤 中止後7日 目に4,700

に回復 した。肝機能では本剤投与終了後異常値 を示 した

例 はGOT1例,GPT2例,GOT,GPT1例 の計4

例 であったが,上 述の症例4以 外 はその程度 は極 く軽微

で有意 と考 え られなかった。 症例17と 症例4に ついて

は,本 剤 との因果関係があ ると判断 された。なお症例4

は本剤中止後18日 目では 異常であったが 半年後には正

常域 に復 していた。好酸球増多例は本剤投与終了後8%

(実数432)と 好酸球の増加 をみた。その後,外 来通院

を してお らず経過は不明であったが本剤 との因果関係は

疑われた。腎機能では全例異常は認め られなかった。

考 察

TA-058は6位 側鎖 にN4-メ チルーD-アスパラギン

を有す るペニシ リン系抗生物質で抗菌スペク トラム,抗

菌力は 従来 の ペニ シリン系抗生物質 と同等であるが 伽

加troに おける効果 よりin vivoに おける効果が優れて

いるといわれている1)。 呼吸器感染症17例 に本剤を投

与 し著効4例,有 効9例,や や有効3例,無 効1例 で有

効率は76.5%と 新薬 シンポジウムの 成績1)と同程度で

あった。やや有効以下の4例 は肺化膿症1例,基 礎疾患

をもつ高齢者が2例,β-lactamase産 生H.influenzae

による 肺 炎1例 であった。 肺化膿症で1日 量49と 少

な く増量 の必要があった ものと思われる。高齢者では基

礎疾患 とともに個 々の背景 因子が効果判定に大きな比重

を占めると思われ た。 β-lactamase産 生菌については

本剤が β-lactamaseに 不安定で ある1)ためと判断し

た。

副作用 としては,白 血球減少,好 酸球増多,GOT,

GPT上 昇のそれ ぞれ1例 計3例 に 認められたがその程
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度は軽微で,本 剤は従来のペニシ リン系抗生物質 と比 し

その安全性に大きな差はない と思われ る。
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CLINICAL STUDY ON TA-058 IN THE TREATMENT 

OF RESPIRATORY TRACT INFECTION 

MITSURU HAYASE and NOBUO OHYA 

Division of Respiratory Disease, Department of 

Internal Medicine, Kanazawa Medical University 

TA-058 was administered to 17 patients with respiratory tract infection. The clinical effectiveness 

was excellent in 4 patients, good in 9, fair in 3 and poor in 1. The clinical effective rate was 76.5 %. 

As side effects, one case showed a decrease in leucocyte counts from 3,100/mm3 to 1,400/mm3 

for four days' administration of TA-058, one case showed eosinophilia and one case showed slight 

elevations of GOT and GPT in serum. 

The causative organisms were able to isolate in 14 cases : H. influenzae ; 7 cases, S. pneumon ia e ; 

2 cases, H influenzae and S. Pneumoniae ; 5 cases. 

These organisms didn't yield after administration of TA-058 except one case isolated ƒÀ-lacta-

mase produced H. influenzae.


